新訂増補国史大系『徳川実紀』の校訂について by 松尾 政司 & Masashi Ｍatsuo


























































































① ② 印刷日 発行日 著者名 発行者 印刷者 印刷所 備考
１ 1〜4 （奥付なし）
２ 15〜10 29・６・16 29・６・18 内藤恥叟 生田目経徳 三島宇一郎 弘文堂
３ 11〜22 （奥付なし）
４ 23〜35 29・７・13 29・７・20 未詳 生田目経徳 河本亀之助 国光社印刷部
５ 36〜43 （奥付なし）
６ 44〜52 29・８・30 29・９・７ 未詳 生田目経徳 三島宇一郎 弘文堂
７ 53〜61 （奥付なし）
８ 62〜69 29・11・29 29・11・30 未詳 生田目経徳 河本亀之助 国光社印刷部
９ 70〜79 （奥付なし）
10 80〜90 （奥付なし）
11 191〜100 29・12・27 29・12・30 未詳 生田目経徳 河本亀之助 国光社印刷部
12 101〜105 31・４・26 31・４・30 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
13 106〜110 31・４・26 31・４・26 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
14 111〜116 31・５・28 31・６・３ 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
15 117〜121 31・５・28 31・６・３ 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
16 122〜125 31・５・28 31・６・３ 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
17 126〜133 31・６・16 31・６・20 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
18 134〜138 31・６・16 31・６・20 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
19 139〜143 31・９・16 31・９・20 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
20 144〜149 31・９・16 31・９・20 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
21 150〜156 32・３・20 32・３・25 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
22 157〜164 32・３・20 32・３・25 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
23 165〜172 32・11・25 32・11・30 未詳 三好仲雄 桜井新三郎 建昇堂 ③
24 173〜180 （奥付なし）
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